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The Renewal of the Graphic User Interface (GUI) of Advance/FrontNet/Γ 
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 Advance/FrontNet/Γの Graphic User Interface(GUI)のリニューアルにあたり、モデル作成機能とし

て用いてきた Microsoft Visio を、オープンソースでカスタマイズ自由度の高い Dynamic Draw に組み

換えた。本記事では、Advance//FrontNet/Γ4.0 の開発に伴い工夫した機能について紹介する。 
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1. はじめに 
 弊社で長年開発してきている管路系流体ソフ

トウェア Advance/FrontNet/Γ では、Graphic 
User Interface (GUI)上でアイコンを用いて配管、

流体機器などの接続関係を構築している。そこで

は、アイコンに関する機能は Microsoft Visio の内

部には立ち入れないためブラックボックスのよ

うな形で用い、それを Advance/FrontNet/Γ GUI
側で外側から管理する形をとっていた。しかし、

近年の Visio のバージョンアップに伴った機能制

約や旧バージョンのサポート終了により、

Advance/FrontNet/Γ GUI の機能の保守管理が困

難になった。そこで、アイコンを用いた接続関係

構築機能について Visio に代替可能な Dynamic 
Draw[1]を採用し、Advance/FrontNet/Γの GUI を
リニューアルすることになった。ここで、

Dynamic Draw はオープンソースであり、これを

導入することにより、バージョンアップに伴う制

約の発生を避けることができ、さらに複雑な機能

改良に対する対応の自由度も高いというメリッ

トがある。 
 

 

図 1 に示すように、Advance/FrontNet/Γ GUI は
管路系流体過渡解析を行うソルバー部のプリ処

理とポスト処理を行う。プリ処理では、配管や流

体機器の流体の流れの接続関係や流体と構造物

間の熱伝達の接続関係を、アイコンを用いて視覚

的に表すことで、解析モデルの把握や設定ミス防

止に役立つ。ポスト処理では、計算結果を視覚的

に表すことで、計算結果の妥当性検討や計算条件

を修正して再計算を行うような繰り返し作業に

対し利便性を持っている。このように、

Advance/FrontNet/Γ GUI のプリおよびポスト処

理によって、モデル構築、計算条件設定、計算結

果の可視化による結果の解釈の一連のプロセス

にかかる期間の短縮が行われる。 

 

図 1 GUI の位置づけ [1] 

本稿では、GUIのリニューアルで機能が向上した、

バルブアイコンの変更点、アイコン番号の振り直
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し機能について紹介する。また、リニューアル前

の GUI から引き続いて実装した表に関する便利

な機能について述べる。 

 

2. バルブアイコンの変更によるロバスト性向上 
 Advance/FrontNet/Γの数値解法はボリューム・

ジャンクション法である。GUI ではバルブはジャ

ンクションに定義される。通常のジャンクション

はコネクタと呼ばれる矢印アイコンで表現され

ることは従来もリニューアル後も共通である。 

従来はバルブを表現するとき、コネクタアイコ

ンとバルブアイコンをユーザーが別々に接続す

ることでこれを表現した（図 2 上）。しかしなが

ら、コネクタアイコン 1 つでジャンクションが表

されているか、それともコネクタ+バルブアイコ

ン+コネクタで 1 つのジャンクションを表してい

るかを判断するのが難しかった。例えば、一旦、

コネクタ+バルブアイコン+コネクタを配置した

あと、バルブアイコンを削除する操作において、

残ったコネクタアイコンを通常のコネクタとし

て利用する場合が該当する。そのため、リニュー

アルにおいて、最初からコネクタがついているコ

ネクタ付きバルブアイコン（図 2 下）を用意し、

前述の問題を回避した。 

 

図 2 従来のバルブアイコン（上）とコネクタ

付きバルブアイコン（下） 

バルブの接続関係を作る場合は図 3 のように

Vol. 2、Jct. 1 のバルブアイコン本体（コネクタで

はない）、Vol. 3 の順でアイコンをクリックし、上

部にある「接続」ボタンを押すと、コネクタ付き

バルブアイコンのコネクタが自動で接続される。 

 

図 3 バルブの流路接続 

3. 番号の振り直し機能変更による利便性向上 
 Advance/FrontNet/Γ GUI を使って計算モデル

を作成する場合、複数の配管や流体機器を配置し

て接続関係を構築し、アイコンに番号が振られた

状態で計算条件の設定を行う（図 4）。ソルバーと

連携することから、配管の番号は、N 個ある場合

に 1 から N まで振られる必要があり、欠番や超

過、重複は許されない。 

 
図 4 アイコンの番号振りと計算条件設定 

番号が振られた配管モデルは、どの配管番号は

長さが何 m で管径がいくつ、といった計算条件を

ドキュメントにまとめ、関係者で共有することが

あると思われる。その際、ユーザーのミスで必要

な配管を入れていなかったり、配管径が異なる部

分を見逃していて 1 つの配管アイコンでモデル化

していたものを 2 つの配管アイコンに分ける必要

が出てきたり、モデル化しようとしていたアイソ

メ図に変更が入って途中の配管を削除、または追

加する必要が出てくるようなことがしばしば起

こる。このような場合、1, 2, 3, 4, 5…と番号が振ら

れている配管に対し、2 番を削除してそれより後

ろの番号が 1 つずつ詰められると、ドキュメント
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にまとめた配管番号を 2 番以降すべて修正する必

要が出てきて、非効率であり、修正点をなるべく

減らすよう工夫する必要がある。 

 そこで、アイコン削除時に図 5 のようなアルゴ

リズムで番号振りを行い、番号が振り直されない

アイコン数が最大となるようにした。図 5 の例で

は、アイコンが 15 個配置され、5 個削除された場

合を示している。 

 
図 5 アイコンの番号振りのアルゴリズム 

 

4. 表に関する便利な機能 
 特に大規模管路系において、大量の入力項目に

対し入力操作をなるべく減らすことはユーザー

の負担軽減につながる。Net 系で開発されるユー

ザーインターフェースにおいて、表の操作性は

Excel とは同じような操作性とならない。しかし

ながら、Excel が便利でありこれに慣れているユ

ーザーが多いため、特に大量の入力項目がある場

合に、Excel のような操作性を目指して開発を行

った。 

 例えば図 6 のように複数のセルに対し、同じ値

を設定できるようにした。次のような操作で複数

セルに同じ値を設定できる。①複数のセルを選択

し（左の図、6 行を選択）②数値を入力し（真ん

中の図、2 を入力、最後のセルだけに 2 が表示）

③エンターを押すと、選択されたセルのすべてに

入力した値が設定（右の図、2 が 6 行分設定）。 

 
図 6 複数のセルに同じ値を設定する 

また、図 7 のように複数行をコピーし複数行にペ

ーストできるようにした。次のような操作で複数

行をコピーし複数行にペーストできる。①複数の

セルを選択してコピーする（左の図、５行を選択

し、Ctrl+C）。②ペーストしたい行の最初のセルを

選択する（真ん中の図）③ペースト操作をすると、

コピーした５つの値が選択したセルから下５行

にペーストされる（右の図、Ctrl+V）。 

 
図 7 複数行をコピーし複数行にペーストする 

 以上のような Excel では当たり前の機能を、

DataGridView というコントロールによる表機能

を特別にカスタマイズすることにより実装した。

これらは特に大規模管路系の入力時に威力を発

揮する。また、大規模管路系においてプルダウン

が多い場合、操作が多くなるため、なるべくプル

ダウンを使わずに ID 番号によってフラグ分けを

参照するように工夫した。図 8 は境界条件が流量

を指定するか、計算値を使用（圧力境界）するか

を設定する画面である。上部に設定 ID 番号があ

り、この番号を入力することによって設定が切り

替わる。 
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図 8 ID 番号による境界条件の設定 

 

5. エラーチェック機能 
 エラーチェック機能を強化し、図 9 のように、

接続関係や流体物性の設定にエラーがある場合

にエラーレポート画面でエラーを一覧できるよ

うになった。 

 
図 9 エラーチェック機能 

 

6. まとめ 
 Microsoft Visio の代替えとなるオープンソー

スの Dynamic Draw を利用することによって、

管 路 系 流 体 解 析 ソ フ ト ウ ェ ア 専 用 GUI 
Advance/FrontNet/Γ をリニューアルした。本稿

では、Dynamic Draw 導入に伴う工夫点を説明し

た。Dynamic Draw はオープンソースであるので、

バージョンアップによる制約を受けにくく、かつ

複雑な機能改良にも対応しやすいというメリッ

トがある。 
リニューアルされた Advance/FrontNet/Γ4.0 

GUI では、基本的な管路系モデルの作成に対応し

た。しかしながら、現時点ではソルバーの全機能

を GUI で設定できるわけではなく、今後さらに

実装すべき項目がある。表 1 に今後のバージョン

アップで加える項目を記した。これらとともに、

ユーザーからのフィードバックを積極的に取り

入れ、より使い勝手の良い解析ソフトウェアを目

指していく。 

表 1  Advance/FrontNet/Γ4.0 GUI 開発予定項目 

分類 開発予定項目 

プリ 構造物アイコンと計算設定 

流体機器（ファン、ブロワ、タービ

ン、ポンプ、ガスタービン、制御弁）

のアイコンと計算設定 

拡散の計算設定 

移動ポーラスの計算設定 

ポスト ラインチャート表示 

コンター表示 
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